
 

週報 1173 号  2011/2/1 
年次標語 「入（会）って良かった！東京新橋ロータリークラブ」 

コソボという国には地図も法律もない（コソボ紛争が 99年に終わった）。 
平均年齢 25歳。平均寿命は 50数歳。子供の喫煙、盗難車、麻薬がはびこる国。 
医療も未熟。1日のうちの三分の一が停電、断水。 

・2006年にコソボへ初入国。コソボフィルというオーケストラにはアルバニア人しか居なかった。セルビ

ア人との交流がなかった。「セルビア人が攻めてきたら楽器を武器に持ち替えて戦う」オーケストラのメン

バーであり、知り合って以来の親友バキのその台詞に言葉を失った。 

・コンサート会場はだだっ広いホール（席数 800超）。客の殆どが兵隊。コンサートは大成功。皆が笑顔だ

った。バキが言った。「ありがとう。あの言葉を撤回する。音楽は国境を超えるんだ。音楽をとおして人に

優しく在りたい」胸が熱くなった。「戦争の相手国の人とともにオーケストラをやりたい！」思い切って言

った自分の言葉にメンバーも賛同してくれた。悲しいことに、コソボの人たちは国を捨てるのが夢。バル

カンという呼び名も差別用語となっている。「彼らのステイタスになるような音楽をしたい。バルカンが誇

れる楽団をつくりたい」と思った。 

・バルカン室内管弦楽団の活動は一年に一度だけ。色んな国の人が集まってオーケストラをする。この 10

年でだいぶ成長した。昨年は国連の欧州本部（ジュネーブ）で演奏会をした。今年はショパンコンクール

の開場で 9/13に演奏することが決まっている。 

・2020 年には、210 ある国（地域）から 1 名ずつ集めて地球楽団をつくり、ワールド・ピース・コンサー

トを東京で実現すべく活動している。 

 
♯「歓喜の歌」第九 
♯すべての人々は同胞（はらから）になる  
♯大親友『古屋文隆』の存在  
♯2013 年 8 月 11 日午後 5 時 10 分、新宿駅東口の『フラッシュモブ』 
♯「音楽に国境があってはならない」 
♯「世界平和コンサートへの道」 

 

 

尾島 俊雄会員、村上 處直会員 

「東京直下地震対策とオリ･パラ施設 雑感」 

本日の卓話 

バルカン管弦楽団指揮者 

柳沢 寿男氏 

「バルカンから響け 歓喜の歌」 

（紹介：森本会員） 

内海会員 
おめでとうございます！ 

（マルチプルポールハリスフェロー認証バッジ贈呈） 

2/22 2750 地区大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   1431 号  2017/2/28 

前回の卓話 

 



 

 

○会長報告（長尾会長） 

1. 東京レインボークラブからの移籍会員（当初 13 名）
は、1名の辞退者が出た為、現在 12 名に変更となり
ました。2月中には確定すると思います。なお、4/18
の例会にご招待しておりますので、どうぞ温かく迎
え入れてあげていただきたいと思います。12 名全員
が来てくれたらいいですね。 

2. 2750 地区の地区大会が 2/22 にグランドプリンスホ
テル新高輪国際館パミールにて開催されます。現在
39 名の会員が参加予定ですが、出来れば多くの会員
に参加していただきたい。9時開場 → 10時開会 → 
12 時昼食となっています。今年は引換券でお弁当が
配布されます。幹事の方々がお困りになられますの
で、少なくとも昼食まではお付き合いください。ま
た、12 時 50 分から千代田グループの紹介が始まり
ますので、なんとかその時間までは席に着いていら
っしゃるよう宜しくお願い致します。 

○委員会報告 

・米山奨学委員会（糸長委員長） 
1. 米山奨学会の寄付についてです。米山奨学会には

普通寄付と特別寄付がございますが、今回は特別
寄付のお願いです。上期は会員全体の 3割の方々
からの寄付（54 万円）を賜りましたが、まだま
だ目標（2 万円／1 人）には及びません。昨年は
松井会員が頑張って達成されましたので、今年も
なんとか目標達成したいと思います。テーブルの
青封筒が足りないときは仰ってください。お持ち
します。 

・社会奉仕委員会（松井委員長） 
1. 2/20、いよいよ「みんなでキッザニア東京へいこ

う！」が開催されます。当日は手足の不自由なお
子さんが 5 名、合計 30 名の参加となります。16
時には開場の入り口に集合してください。 

○幹事報告（高橋副幹事） 

1. 次週２月２１日（火）は、２２日（水）の地区大会
への振替となりますので、例会はございません。次
回例会は、２月２８日（火）となります。 

本 日 の歌  「鉄 道 唱 歌  ～東 海 道 編 ～ 17 番 」 
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海瀬亀太郎 社員と共に三陸を訪れました。市民の 
         方々が前向きに復興に取り組んでいる姿 
         を拝見し私自身も力付けられました。 

 

伊賀 大祐  サラリーマン川柳、いつも楽しみにしてい 
            ます。  

３月７日（火）の卓話は、小西悦郎会員ご紹介
の元 NHK ワシントン支局長、パリ 日本文化
会館初代館長 磯村 尚徳 氏 です。 
演題は、「Altornative facte」のアメリカとフ
ランス です。 

次 回 例 会 の予 定  

 

第１４７７回例会報告 

■２月１４日 例会プログラム      
１． 点鐘  
２． ロータリーソング「我等の生業」 
  本日の歌「鉄道唱歌～東海道編～16 番」 
３． ポールハリスフェロー 
  認証バッジ（マルチプル）の贈呈 
４． 会長報告 
５． 委員会報告   
６． 卓話 
７． 点鐘 
 

■出席報告               
2 月 14 日の出席者 32 名 ビジター1 名 出席率 57％ 
2 月 7 日の出席者 43 名 メーキャップ 1 名 計 46 名 
会員数 58 名 出席対象者 56 名 修正出席率 82％ 
 

■ビジター（敬称略） 

  古屋 文隆（東京城西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報委員会 委員長 高橋秀一郎 副委員長 伊賀大祐  委員 冨岡洋一 中井隆三 福本正勝 関 隆利 


